
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300 携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 

（後援会内部資料） 
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吉川友子後援会報 

発行：吉川友子後援会    

会長 伊藤盛久 幹事長  田村至 

会計 高塚紀之 事務局長 横山晴子 
 2024(令和 6)年 1 月 

臼田会場 岸野会場 望月会場 

紙媒体での会報が不要の方は、公式 LINEアカウントに 

ご登録ください。会報発行の際には、こちらから配信し、 

HP上でご覧いただけるようにいたします。 

信
濃
毎
日
新
聞
２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
2
月
22
日 

「
正
念
場
の
自
治
４ 

議
員
多
様
化
へ
の
道
筋
１
」

と
い
う
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
佐
久
市
議

の
吉
川
友
子
さ
ん
も
4
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
議
員

を
3
期
10
年
続
け
て
き
た
。
夫
や
高
校
を
卒
業
し
た
長

女
ら
の
協
力
で
、
家
庭
と
議
員
活
動
の
両
立
を
や
り
く
り

す
る
多
忙
な
毎
日
。
・
・
市
議
選
へ
の
出
馬
を
決
意
し
た

の
は
11
年
の
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
事
故
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
給
食
用
食
材
の
放
射
能
物
質
の
測
定
や
測
定

機
器
の
購
入
を
、
学
校
や
保
育
園
の
保
護
者
と
共
に
市
に

求
め
、
実
現
し
た
。
市
民
の
思
い
を
行
政
に
働
き
か
け
る

重
要
性
を
実
感
し
た
。
も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
は
望
月
地

区
の
保
育
園
の
統
合
だ
。
・
・
議
員
当
選
後
は
子
育
て
や

女
性
へ
の
支
援
環
境
問
題
に
も
力
を
入
れ
た
。
未
婚
の
子

ど
も
に
も
税
控
除
を
と
要
求
し
、
市
で
み
な
し
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
国
の
税
改
正
に
も
つ
な
が
っ

た
。
地
方
の
政
治
が
国
の
政
治
を
動
か
す
こ
と
も
あ
る
。

吉
川
さ
ん
は
実
感
を
込
め
た
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

 議会で先進地を視察研修しました 

■議会運営委員会で大船渡市、奥州市、登米市に行きました。奥州市では市議会

が決算や予算審議につなげて政策提言するなど、その強化策は大変参考になりまし

た。■浅麓水道企業団で八戸圏域水道企業団・会津若松市上下水道局に行き、水

道事業連携、広域化、DBO 方式浄水場更新について視察しました。■スタディツア

ーとして福島県富岡町に行きました。富岡町は、かつて多くの若い世代が住んで

いましたが、今では学校も取り壊され、閑散としていました。原発事故から 12 年、

帰還困難区域は解除されたのですが、若い世代は戻らず、公共交通もないので、戻

った高齢者の暮らしも多くの困難があると感じました。復興の進む大船渡市と比

べ、原発事故のあった地域の復興はとても難しいのが現実です。今後は太陽光や風

力水力など、自然エネルギーへの取り組みが一層重要だと感じました。■社会委員

会では大阪府泉大津市・大東市・京都中部総合医療センターを訪れ、訪問型家庭教

育支援について、手話言語条例制定、介護予防事業についてなどを学びました。 

副議長 2年間の任務が終わりました 

●5月に議会内改選があり、2年間務めた副議長の任務を終えました。副議長

という立場で議会に携わり、議会全体としての意見を尊重したり、時には佐久

市議会を代表したりと、普段はなかなかできない体験をさせていただきまし

た。5月には国内の友好都市やモンゴル、エストニアといった海外の姉妹・友

好都市から大切なお客様をお迎えできたことは、副議長としての良い経験と

なりました。ご支援いただいた皆さまに感謝いたします。●議員定数と報酬改

定の説明会を市内 11ヶ所で行いました。市民の皆さんのご意見を聞いた上で、

9月議会で、次期選挙から議員定数の２人減と来年度からの報酬改定が決まり

ました。無投票は避けたい、議員に立候補する人を増やしたい、という意見が

反映されました。 

谷口たかひさ さんの講演会を開催 

11 月 14 日に、桜ヶ丘ふれあいセンターにて環境活動家の谷口たかひささんをお招

きして講演会を行い、50 人ほどの方々にご参加いただきました。谷口さんは国連で

もスピーチしている方で、SNS などでタイムリーな発信をしています。ヨーロッパ

では小学校から環境教育が重視され、行動することの大切さが教えられていると話

されました。若い参加者が多く、質問も多く出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての選挙から 10 年余、私の後援会長として、公

私共にお世話になっていた上野昭久さんが、11 月 3 日、突然ご逝去

されました。あまりに突然のことで、本当に悲しいことでした。未

熟な私を、大きく温かく包んでくださいました。上野昭久さん、今

まで本当にありがとうございました。心からお悔やみ申し上げま

す。 

 

Photo by 滝澤さや香 

↑福島第一原発 ↑かつて子ども

の声で賑わって

いた学校ですが、

今は門だけが残

っていました。 

研修で福島県富岡町の現実に学ぶ 

富岡町に帰還した

方の動画。 

 

 

追悼     

（photo by 滝澤さや香） 

 

森林での鳥獣被害（シカなど） 調査始まる 

佐久市では、協和協西地区で「生物多様性保全検証」の実証実験を始めました。森林内でシカが増えすぎてし

まい、草などの背の低い植物はほとんど食べられ、シカの道ができて、土砂崩れなどの危険性があると指摘され

ています。区域内 10カ所に柵で囲った場所を設置し、柵の中と外の草木を比較したり、センサーカメラによる実際

の動物の動き、フンなどの形跡を調べています。その結果をもとに森林内の生物多様性が低下しないよう、また

土砂崩れなどの災害に繋がらないような対策が必要です。山が荒れ、里にシカがおりてきて、畑や田の被害が激

増しています。今後、増えすぎてしまったシカの対策に積極的に取り組むよう、県や市に求めていきます。 

 

 

↓12 年たっても

立ち入り禁止区

域のゲートがあ

り、警備員が立

っていました。 

■後援会役員会を開き、上野昭久さんに黙祷を捧げ、後任の後援会長と

して伊藤盛久さんを選出し、就任していただくことになりました。よろしくお

願いいたします。 



吉
川
友
子
の
代
表
質
問
と
一
般
質
問 

昨
年
の
１
年
、
４
回
の
議
会
で
毎
回
代
表

質
問
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 有
機
農
業
推
進
と
学
校
給
食
へ
の
利
用 

（
吉
川
）
み
ら
い
の
風
で
は
会
派
要
望
な
ど
で
有

機
農
業
の
推
進
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
ま
す
か
。 

（
経
済
部
長
）
将
来
的
な
有
機
農
業
実
践
者
と
有

機
農
業
を
志
す
新
規
農
業
者
の
育
成
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
望
月
土
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
活
用
な
ど
で
、
優

し
い
農
業
の
特
定
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
有
機
の
拡
大
を
す
る
際
に
供
給
先
の
一

つ
と
し
て
、
学
校
給
食
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地

元
の
有
機
農
地
で
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
が
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
の
給
食
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

環
境
問
題
や
地
域
内
循
環
と
い
っ
た
教
育
的
意

味
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
2
点
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

１
、
有
機
農
産
物
だ
け
で
給
食
に
必
要
な
量
を
賄

う
こ
と
が
で
き
な
い
、
２
、
有
機
農
産
物
は
価
格

が
高
い
傾
向
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（
吉
川
）
今
回
、
国
が
出
し
て
い
る
み
ど
り
の
食
糧

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
中
で
は
、
給
食
提
供
に
つ
い
て
補

助
を
出
し
て
も
い
い
と
あ
り
ま
す
。
移
住
促
進
な
ど

に
お
い
て
も
、
有
機
給
食
は
大
変
魅
力
の
あ
る
教
育

環
境
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
現
を
。 

（
吉
川
）
小
海
線
の
利
用
促
進
を
（
記
載
は
略
） 

育
休
中
も
上
の
子
通
園
認
め
て
ほ
し
い 

（
吉
川
）
子
育
て
世
代
の
何
人
も
の
方
々
か
ら
、

希
望
す
る
保
育
園
に
入
れ
な
い
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
保
育
園
統
合
が
進
ん
で
、
地
域
に
１
つ

し
か
な
い
園
に
は
定

員
で
入
れ
な
い
、
望

月
で
入
園
を
希
望
し

て
臼
田
で
空
い
て
い

ま
す
と
言
わ
れ
て
も
、

入
園
は
難
し
い
の
で

す
。 

（
福
祉
部
長
）
特
定
の
保
育
所
等
へ
の
入
園
を
希

望
し
、
空
き
を
待
っ
て
い
る
児
童
数
は
本
年
２
月

１
日
現
在
、
75
名
で
す
。 

（
吉
川
）
待
機
し
て
い
る
人
数
も
考
慮
し
て
保
育

士
の
確
保
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

次
に
育
休
に
よ
る
退
園
に
つ
い
て
お
聞
き
い

た
し
ま
す
。
育
休
中
の
退
園
に
つ
い
て
は
、
私
の

も
と
に
も
何
人
か
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
自

治
体
で
差
が
あ
る
の
で
す
が
、
佐
久
市
で
は
保
護

者
が
育
休
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
と
き
に
既
に

在
園
し
て
い
る
子
ど
も
が
３
歳
以
上
の
場
合
は

継
続
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２

歳
児
の
場
合
は
産
後
２
カ
月
で
上
の
子
は
退
園

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
（
保
護
者
が
勤
め
て
い

な
い
か
ら
、
上
の
子
は
入
園
資
格
を
失
う
）
。
現
在
、

保
護
者
の
方
の
育
休
取
得
に
よ
り
、
保
育
園
を
退

園
し
た
児
童
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
福
祉
部
長
）
保
護
者
の
方
の
育
児
休
業
の
取
得

に
よ
り
、
保
育
所
等
を
退
園
し
た
子
ど
も
は
、
本

年
度
２
月
１
日
現
在
で
45
名
で
す
。 

（
吉
川
）
１
〜
２
歳
児
の
子
ど
も
を
24
時
間
見

る
っ
て
い
う
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。
夜
中
の
授
乳
で
２
〜
３
時
間
置
き
に
起
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
を
365
日
や
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
昼
間
ち
ょ
っ
と
寝
た
と
き
に
自

分
も
寝
た
い
な
と
思
っ
て
も
上
の
子
が
い
る
。
そ

ち
ら
も
目
が
離
せ
な
い
。
保
護
者
の
不
安
や
子
育

て
の
大
変
さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
育
休

中
の
保
育
園
継
続
利
用
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
こ
れ
は
、
本
年
４
月
か
ら
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
・
・
う
れ
し
い
成
果
） 

（
吉
川
）
男
女
共
同
参
画
で
の
課
題
（
記
載
は
略
） 

 

学
校
に
お
け
る
生
理
用
品
の
設
置 

（
吉
川
）
5
人
に
１
人
の
若
者
が
経
済
的
な
理

由
で
生
理
用
品
を
買
う
の
に
苦
労
し
た
と
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
ま
す
。
生
理
用
品
を
無
料

配
布
し
た
り
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
自
治

体
も
増
え
て
き
ま
し
た
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
現
在
は
、
小
中
学
校
の
保
健

室
に
生
理
用
品
を
用
意
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
児

童
生
徒
に
渡
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。 

（
吉
川
）
本
当
に
困
っ
て
い
て
買
え
な
い
子
は
生

理
の
た
び
に
毎
回
保
健
室
へ
行
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
負
担
感
や
恥
ず
か
し
さ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と

同
じ
よ
う
に
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
を
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

小
学
校
の
英
語
教
育
、
一
層
の
充
実
を 

（
吉
川
）
小
学
校
で
英
語
教
育
が
教
科
化
さ
れ
て

３
年
経
ち
ま
し
た
が
、
小
学
校
の
英
語
教
育
の
課

題
と
し
て
「
学
級
担
任
の
不
安
」
が
あ
り
ま
す
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
A

L

T
の
先
生
に
よ
る
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
学
級
担
任
の
負
担
を
減
ら
し
、
英
語
教

育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
要
望
し
ま
す
。 

一
時
保
育
、
利
用
し
や
す
い
方
法
で 

（
吉
川
）
子
育
て
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
子
ど

も
と
一
緒
に
い
ら
れ
な
い
状
況
が
起
き
ま
す
が
、

佐
久
市
の
保
育
所
で
の
一
時
保
育
利
用
状
況
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
福
祉
部
長
）
保
育
日
数
は
、
児
童
１
人
あ
た
り

１
ヶ
月
12
日
程
度
、
１４
園
の
延
利
用
数
は
令
和

元
年
度
は
5730
人
、
令
和
４
年
度
は
2815
人
で
2915
人

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
す
が
、
私

が
ご
相
談
い
た
だ
い
た
方
は
希
望
の
日
に
利
用

で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
希
望
し
た
場
合
、
申

請
理
由
を
書
く
欄
が
あ
り
、「
具
体
的
に
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
美
容
院

な
ど
書
き
づ
ら
い
。
松
本
市
の
よ
う
に
、
項
目
に

〇
を
つ
け
る
形
式
な
ど
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
。 

（
福
祉
部
長
）
佐
久
市
に
お
い
て
も
保
護
者
の
皆

さ
ま
の
負
担
軽
減
や
申
請
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、

年
度
内
に
選
択
方
式
を
取
り
入
れ
た
申
請
書
に
改

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

介
護
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待 

（
吉
川
）
最
近
報
道
で
も
あ
り
ま
し
た
通
り
、
高

齢
者
へ
の
虐
待
は
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
高
齢
者
施
設
で
の
虐
待
や
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
い
う
相
談
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

（
福
祉
部
長
）
こ
の
度
の
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー

ム
結
い
の
家
に
お
け
る
施
設
従
事
者
に
よ
る
入

居
者
へ
の
虐
待
行
為
に
関
し
て
、
関
係
者
を
初
め

市
民
の
み
な
さ
ま
に
不
安
を
与
え
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
市
で
は
過
去
５
年
間
に
合

計
７
施
設
の
虐
待
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
多
か
っ
た
の
は
身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
で

そ
れ
ぞ
れ
４
件
で
す
。 

（
吉
川
）
介
護
は
人
手
不
足
が
以
前
か
ら
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
国
な

ど
に
要
望
し
、
労
働
環
境
の
改
善
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
虐
待
は
あ
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
原
因
を
労
働
環
境
ま

で
含
め
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

  

運
動
遊
び
事
業
の
継
続
を
要
望
（
記
載
は
略
） 

小
中
学
校
で
使
用
す
る
石
け
ん 

（
吉
川
）
コ
ロ
ナ
以
降
、
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗

い
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
中
で
、
化
学
物
質
過
敏
症

の
子
は
、
手
を
洗
う
こ
と
で
気
分
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
市
内
の
小
中
学
校
で

使
用
し
て
い
る
手
洗
い
石
け
ん
は
、
ど
の
よ
う
な

基
準
や
方
法
で
選
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
市
教
育
委
員
会
で
は
特
段
選

ぶ
基
準
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。 

（
吉
川
）
学
校
で
は
化
学
物
質
過
敏
症
や
環
境
に

配
慮
し
、
香
料
や
着
色
料
、
防
腐
剤
、
合
成
界
面

活
性
剤
な
ど
を
使
っ
て
い
な
い
石
け
ん
を
選
ぶ

と
い
う
選
定
基
準
な
ど
を
導
入
で
き
な
い
か
、
お

聞
き
し
ま
す
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
法
令
等
の
趣
旨
を
考
え
て
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
こ
れ
か
ら
化
学
物
質
過
敏
症
の
子
が
学

校
へ
行
っ
て
具
合
が
悪
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
な
く
な
る
よ
う
、
対
応
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
質
問
も
受
け
て
11
月
か
ら
佐
久
市
役
所

や
そ
の
他
公
共
施
設
は
環
境
に
配
慮
し
た
無
て
ん

加
石
け
ん
の
使
用
・
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小

中
学
校
は
来
年
度
か
ら
導
入
、
在
庫
が
な
く
な
り

次
第
使
用
開
始
予
定
で
す
・
・
う
れ
し
い
成
果
） 

 

生
物
多
様
性
保
全
活
動
の
検
証
を 

（
吉
川
）
佐
久
市
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
が
増
え

て
、
森
林
の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
農

作
物
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

調
査
は
重
要
で
、
私
も
何
度
か
現
場
に
同
行
し
ま

し
た
。 

（
環
境
部
長
）
10
ヶ
所
に
調
査
地
を
設
置
し
、
植

生
変
化
の
調
査
や
植
生
回
復
に
向
け
た
実
験
、
野

生
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
動
物

痕
跡
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
吉
川
）
近
年
、
シ
カ
が
増
え
過
ぎ
て
、
ラ
イ
ト

セ
ン
サ
ス
で
は
351
頭
数
え
ら
れ
て
お
り
、
実
際

は
そ
れ
以
上
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
森
林
の
衰

退
度
で
す
が
、
協
和
の
現
場
は
衰
退
度
３
〜
４
と

い
う
こ
と
で
す
。
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

（
栁
田
市
長
）
こ
の
生
物
多
様
性
の
課
題
に
つ
い

て
は
昨
年
度
、
私
も
現
場
へ
行
き
、
そ
の
食
痕
の

状
況
や
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
を

関
係
職
員
と
見
聞
し
ま
し
た
。
農
業
か
ら
見
た
有

害
鳥
獣
と
い
う
視
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
の

中
で
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
、
そ
の
回
復
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
、
加
え
て
、
土
砂
が
流
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
水
能
力
、
保
水
能
力
が
失

わ
れ
て
い
く
こ
と
、
結
果
的
に
は
災
害
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
議
員
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

佐
久
で
行
っ
た
実
証
実
験
結
果
を
全
県
下
に
広

げ
て
い
き
、
全
県
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
く

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
、
長
野
県
、
そ
し
て
全
国
で
同

じ
よ
う
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
人
間
の
行

動
で
崩
し
て
し
ま
っ
た
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を

こ
れ
以
上
崩
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
何
を

す
る
の
か
、
生
物
多
様
性
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
何
を
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
早
急
な
対
策
を

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■
３
月
議
会
で
の
代
表
質
問
（
会
派
を
代
表
し
て
） 

 

■
９
月
議
会
で
の
一
般
質
問 

問 

 

■
12
月
議
会
で
の
一
般
質
問 

問 

 

■
６
月
議
会
で
の
一
般
質
問 

 

 

議
会
で
の
代
表
質
問 


